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地
政
学
か
ら
見
た
二
一
世
紀
型
国
家
資
本
主
義

　
　
　
　

―
大
戦
略
と
し
て
の
金
融
資
本
主
義
―

大　

井　

幸　

子

（
㈱
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｌ
代
表
取
締
役
社
長
）

は
じ
め
に

　

二
〇
一
二
年
、
二
一
世
紀
が
本
格
稼
働
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
二
一
世
紀
は
ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
る
の
か
、
我
々
、
日
本

人
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
日
本
は
世
界
で
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
す
べ
き
な
の
か
。
そ
の
た
め
の
社

会
科
学
的
な
根
拠
は
何
か
。

　

今
の
時
代
を
形
作
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
金
融
資
本
主
義
の
生
成
と
特
徴
に
つ
い
て
、
筆
者
は
本
紀
要
第
三
号
と
第
四
号

で
示
そ
う
と
試
み
た
。
本
稿
は
、
地
政
学Geopolitics 

の
方
法
論
を
取
り
入
れ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

以
下
が
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
を
振
り
返
り
、
今
世
紀
を
特
徴
づ
け
る
要
因
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
い
ち
早
く
Ｉ
Ｔ
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革
命
を
成
し
遂
げ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
押
し
進
め
た
米
国
の
戦
略
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

第
二
に
、
次
の
一
〇
年
、
世
界
は
ど
の
よ
う
に
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
予
測
の
た
め
に
、
国
際
金
融
と

大
戦
略
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
政
学
の
手
法
を
導
入
す
る
。
金
融
・
経
済
政
策
は
、
外
交
・
軍
事
と
並
び
国
益
追
求
に
と
っ
て
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。「
戦
略
の
七
階
層
」
を
基
軸
と
し
て
国
際
金
融
を
大
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

　

第
三
に
、
米
国
の
一
国
覇
権
主
義
が
変
容
し
つ
つ
あ
る
今
、
各
国
の
大
戦
略
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
。
米
国
、
欧

州
、
中
国
、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
金
融
・
経
済
政
策
に
お
い
て
各
国
間
の
国
益
調
整
の
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
模
索
す
る
。

　

第
四
に
、
日
本
の
選
択
肢
と
し
て
、
日
本
の
と
る
べ
き
戦
略
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

一　

二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年

　

二
〇
世
紀
の
最
後
の
一
〇
年
で
米
国
は
い
ち
早
く
Ｉ
Ｔ
革
命
を
成
し
遂
げ
、
そ
の
成
果
を
「
標
準
化
」（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
）
と
し
て
世
界
に
広
め
た
。
一
九
八
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
す
る
前
か
ら
、
米
国
は
ソ
連
共
産
主
義
の
崩
壊
後

の
世
界
戦
略
に
つ
い
て
、
米
国
覇
権
主
義
を
ど
う
マ
ネ
ー
ジ
す
る
か
と
い
っ
た
指
針
を
固
め
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
、
二
〇
〇
〇

年
の
「
米
国
国
益
委
員
会
リ
ポ
ー
ト
」、
二
〇
〇
一
年
Ｃ
Ｉ
Ａ
リ
ポ
ー
ト
に
示
さ
れ
て
い
る
。

１　

米
国
国
益
委
員
会
報
告
書
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
）

こ
の
報
告
書
は
、Belfer Center for Science and International A

ffairs, H
arvard U

niversity

とT
he N

ixon 
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Center

、
そ
し
て RA

N
D

社
が
中
心
と
な
っ
て
、
来
る
べ
き
一
〇
年
間
に
向
け
て
の
米
国
へ
の
挑
戦
と
国
益
を
ど
う
守
る
べ
き

か
に
つ
い
て
書
か
れ
た
。
米
国
の
二
一
世
紀
の
国
家
戦
略
の
趣
旨
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一
九
四
五
―
一
九
八
九
年
に
か
け
て
、
ソ
ビ
エ
ト
共
産
主
義
拡
大
の
封
じ
込
め
が
、
米
国
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

一
九
八
九
年
に
冷
戦
終
結
と
自
由
主
義
の
勝
利
が
確
定
し
た
と
同
時
に
、
米
国
は
大
義
名
分
と
し
て
の
座
標
軸
を
失
い
、
超
大
国

と
し
て
生
き
残
っ
た
。

　

冷
静
後
、
米
国
で
は
首
尾
一
貫
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
欠
如
し
た
ま
ま
、
ロ
シ
ア
に
放
置
さ
れ
て
い
る
核
兵
器
に
利
用
で
き

る
物
資
、
独
断
的
に
危
険
を
冒
す
中
国
、
大
量
破
壊
兵
器
の
急
増
、
予
想
外
に
急
速
に
台
頭
し
て
来
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
と

い
っ
た
新
た
な
課
題
が
山
積
し
た
。

　

本
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
死
活
問
題
と
は
、
核
兵
器
、
細
菌
兵
器
、
化
学
兵
器
な
ど
米
国
を
攻
撃
す
る
脅
威
を
縮
小
す
る

こ
と
、
敵
対
的
な
「
な
ら
ず
者
」
国
家
の
出
現
を
防
止
す
る
こ
と
、
同
盟
諸
国
の
存
続
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
（
貿
易
、
金

融
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
環
境
）
の
安
定
等
で
あ
る
。

　

こ
の
報
告
書
か
ら
一
年
後
に
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
人
口
動
態
か
ら
見
た
米
国
の
優
位
性
を
確
証
す
る
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
。

２　

Ｃ
Ｉ
Ａ
「
人
口
動
態
か
ら
見
た
長
期
的
地
政
学
的
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
報
告
書
」（
二
〇
〇
一
年
七
月
）

　

Ｃ
Ｉ
Ａ
は
、
各
国
の
人
口
動
態
か
ら
今
後
二
五
―
五
〇
年
の
長
期
に
わ
た
る
経
済
成
長
を
予
測
し
、
各
国
の
国
勢
と
地
政
学
的

な
危
機
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
趣
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

先
進
諸
国
で
は
、
今
後
二
五
年
間
、
人
口
減
少
と
老
齢
人
口
の
増
加
に
よ
り
国
力
減
退
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
、
高
齢
化
が

最
も
進
む
日
本
は
、
年
金
生
活
者
の
増
加
と
労
働
生
産
力
の
現
象
に
よ
り
、
経
済
先
進
国
の
地
位
か
ら
脱
落
す
る
だ
ろ
う
。
日
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本
の
財
政
赤
字
は
増
え
続
け
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
〇
％
に
も
達
す
る
。（
筆
者
注
：
実
際
二
〇
一
二
年
時
点
で
、

二
〇
〇
％
を
超
え
て
い
る
。）

　

日
本
の
人
口
動
態
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
二
一
〇
〇
年
に
は
人
口
は
半
減
し
、
六
、五
〇
〇
万
人
程
度
ま
で
縮
小
す
る
。
こ

れ
は
一
九
三
〇
年
代
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る

（
1
（

。

　

欧
州
、
日
本
で
人
口
が
減
少
す
る
中
、
米
国
だ
け
が
人
口
増
加
を
背
景
に
、
引
き
続
き
二
％
か
ら
二
・
五
％
の
持
続
的
な
経
済

成
長
が
可
能
で
あ
る
。

　
（
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
書
か
れ
た
二
〇
〇
一
年
の
時
点
で
の
予
測
と
し
て
）
中
国
も
ま
た
、
今
後
三
〇
年
間
で
高
齢
化
問
題
に
直

面
す
る
。
ロ
シ
ア
の
問
題
は
、
労
働
力
の
中
核
と
な
る
成
人
男
性
の
人
口
減
少
で
あ
る
。
今
後
五
〇
年
間
で
ロ
シ
ア
の
人
口
は

一
九
六
〇
年
代
の
レ
ベ
ル
ま
で
縮
小
す
る
と
予
想
さ
れ
、
将
来
の
ロ
シ
ア
経
済
の
成
長
と
政
治
的
安
定
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
圏
諸
国
、
特
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
フ
タ
に
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
イ
エ
メ
ン
で
は
人
口
増
加
が

著
し
い
。
一
般
に
、
経
済
成
長
が
伴
わ
な
い
急
激
な
人
口
増
加
は
、
若
年
層
の
失
業
を
ま
ね
き
、
職
が
な
く
貧
困
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
若
者
は
過
激
な
政
治
活
動
に
邁
進
し
、
急
進
化
す
る
。
不
満
の
は
け
口
は
、
少
数
民
族
へ
の
抑
圧
や
領
土
拡
張
主
義
な
ど
国

内
外
に
不
安
定
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
系
統
を
促
進
さ
せ
る
。

　

独
裁
主
義
国
家
体
制
下
の
イ
ス
ラ
ム
圏
や
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、
国
内
の
政
治
・
経
済
危
機
に
対
し
て
、
独
裁
者
は
自
国

民
に
対
す
る
締
め
付
け
（
言
論
の
自
由
の
廃
止
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
）
や
国
外
の
仮
想
敵
国
に
向
か
っ
て
侵
略
を
繰
り
返
し
、

世
界
平
和
に
対
す
る
脅
威
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
「
な
ら
ず
者
」
国
家
に
民
主
主
義
な
政
治
体
制
が
確
立
し
な
け
れ
ば
、
米
国
の
派

遣
に
対
す
る
大
き
な
挑
戦
と
な
る
。
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こ
の
報
告
書
か
ら
一
〇
年
後
の
二
〇
一
一
年
に
は
実
際
に
中
東
で
民
主
化
運
動
が
広
が
り
始
め
、
リ
ビ
ア
で
は
カ
ダ
フ
ィ
大
佐

の
体
制
は
倒
れ
、
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
の
後
、
モ
ル
シ
新
政
権
が
発
足
し
た
。
シ
リ
ア
で
は
内
戦
が
続
き
、

ア
サ
ド
政
権
は
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
。

３　

金
融
危
機
と
国
家
資
本
主
義
の
台
頭

　

二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
間
で
、
米
国
覇
権
主
義
が
世
界
に
波
及
し
、
上
の
二
つ
の
リ
ポ
ー
ト
で
予
測
し
た
シ
ナ
リ
オ
ど
お

り
に
進
で
い
っ
た
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
流
れ
は
急
に
せ
き
止
め
ら
れ
た
。

　

二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
を
金
融
・
経
済
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
大
き
な
バ
ブ
ル
の
生
成
と
破
綻
の
サ
イ
ク
ル
が
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
は
瞬
く
間
に
全
世
界
に
波
及
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ

ロ
以
降
、
米
国
は
テ
ロ
と
の
戦
い
に
邁
進
し
た
。
続
く
二
〇
〇
二
年
に
は
エ
ン
ロ
ン
と
ワ
ー
ル
ド
コ
ム
の
不
正
会
計
疑
惑
が
起
こ

り
、
株
式
市
場
は
三
年
連
続
し
て
大
幅
に
下
げ
た
。

　

米
国
は
こ
の
危
機
を
金
融
緩
和
と
財
政
拡
大
で
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
。
連
邦
準
備
銀
行
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
金
利
を
引
き
続

下
げ
、
四
六
年
ぶ
り
の
低
金
利
は
住
宅
バ
ブ
ル
を
生
成
し
た
。
二
〇
〇
三
年
以
降
、
住
宅
バ
ブ
ル
は
個
人
消
費
を
押
し
上
げ
、
大

き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た
。　

　

米
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
の
金
融
緩
和
、
九
〇
年
代
の
Ｉ
Ｔ
革
命
、
そ
し
て
、
二
一
世
紀
最
初
の
一
〇
年
で
進
行
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
直
接
金
融
を
世
界
中
に
広
め
、
フ
ァ
ン
ド
の
時
代
を
作
り
出
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
を
機
に
、
世
界
中
に
急
激
な
信
用
収
縮
が
起
こ
っ
た
。
金
融
危
機
に
対
応
す
る
た
め
国
家
が
破
綻
懸
念
の
あ
る
銀
行
を
国

有
化
す
る
な
ど
市
場
に
直
接
介
入
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
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金
融
危
機
後
、国
家
が
国
益
実
現
の
た
め
に
直
接
フ
ァ
ン
ド
を
運
営
す
る
「
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
」
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ー
と
し
て
、
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
投
資
な
ど
先
端
的
な
運
用
を
行
い
、
金
融
市
場
の

な
か
で
影
響
力
を
増
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
供
給
者
と
し
て
の
「
フ
ァ
ン
ド
」
自
体
の
存
在
感
が
ま
だ
ま
だ
薄
い
。
海
外
で
は
直
接
金
融
の
最
先

端
に
い
る
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
「
国
家
資
本
主
義
型
」
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
中
国
や
ア
ラ
ブ
産
油
国
で
も
巨
大
マ

ネ
ー
は
、
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
収
益
を
求
め
る
と
い
う
経
済
行
為
と
国
益
を
最
大
化
す
る
と
い
う
政
治
的
目
的
と
を
整
合
さ

せ
て
い
る
。

　

二
一
世
紀
の
次
の
一
〇
年
で
、
国
家
の
軍
事
的
戦
略
と
金
融
・
経
済
は
「
大
戦
略
」
の
中
で
融
合
し
、
国
家
も
企
業
も
「
国
家

資
本
主
義
」
の
枠
組
み
で
ま
す
ま
す
国
益
追
求
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
次
大
戦
後
の
核
に
よ
る
米
ソ
対
立
は
終

わ
り
、
そ
の
後
は
い
わ
ば
金
融
・
経
済
に
よ
る
戦
い
―
―
冷
徹
な
大
戦
略
の
枠
組
み
で
政
策
の
有
効
性
が
競
わ
れ
、
国
家
も
企
業

も
し
の
ぎ
を
削
る
時
代
に
入
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
大
戦
略
と
し
て
の
国
際
金
融
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

二　

大
戦
略
と
し
て
の
国
際
金
融

　

近
代
の
地
政
学
で
は
、
軍
事
的
に
相
手
を
打
ち
負
か
す
の
で
は
な
く
、
い
か
に
潜
在
的
な
敵
国
を
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
し
優
位

を
保
つ
か
が
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る

（
2
（

。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
国
際
金
融
は
各
国
の
重
要
な
国
益
追
求
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
軍

事
的
支
配
を
中
核
と
し
た
地
政
学
の
方
法
論
を
応
用
し
て
国
際
金
融
を
地
政
学
に
お
け
る
大
戦
略
と
し
て
と
ら
え
る
。
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１　

戦
略
の
七
階
層

　

地
政
学
者
、
奥
山
真
司
氏
に
よ
る
と
、
本
来
の
地
政
学

と
は
、
地
理
的
状
況
に
お
け
る
国
家
の
行
動
原
理
を
理
論

化
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
践
的
な
戦
略
理
論
で
あ
る
。
各

国
は
自
国
の
利
益
の
た
め
に
、
い
か
に
他
国
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
下
に
置
く
か
、
も
し
く
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い

状
況
を
作
る
か
に
邁
進
す
る
。
世
界
は
そ
う
し
た
国
家
戦

略
が
せ
め
ぎ
あ
う
場
で
あ
る
。
国
家
戦
略
の
組
み
立
て
方

と
し
て
「
戦
略
の
七
階
層
」
が
あ
る
。
階
層
で
あ
る
か
ら
、

上
位
の
要
素
が
下
位
の
要
素
を
想
定
す
る

（
3
（

。

　

奥
山
氏
の
提
唱
す
る
「
戦
略
の
七
階
層
」
で
は
、
最
上

に
世
界
観
が
位
置
す
る
。
世
界
観
実
現
の
た
め
に
政
策
が

存
在
し
、
そ
の
政
策
を
実
現
す
る
「
大
戦
略
」
が
あ
る
。

　

ケ
ー
ス
と
し
て
米
国
に
お
け
る
七
つ
の
階
層
を
概
観
し

よ
う
。
米
国
の
世
界
観
と
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
る
建

国
と
い
う
国
家
観
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
六
二
〇
年
、
メ

イ
フ
ラ
ワ
ー
号
で
英
国
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
宗
教
的
迫
害

を
逃
れ
て
大
西
洋
を
渡
り
、米
国
プ
リ
マ
ス
に
到
着
し
た
。

世界観（Vision）
人生観、歴史観、心、ビジョンなど

生き方、政治方針、意志、ポリシーなど

人間関係、資源配分、身体など

政策（Policy）

大戦略（Grand Strategy）

仕事の種類、戦争の勝ち方など
軍事戦略（Military Strategy）

仕事の仕方、会戦の勝ち方など
作戦（Operation）

ツールやテクの使い方、戦闘の勝ち方など
戦術（Tactics）

ツールやテクの獲得、敵兵の殺し方など
技術（Technology）

図１　戦略の七階層（出典：奥山真司『悪の論理で世界は動く』p.49）



144

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
宗
教
の
自
由
、
信
仰
の
自
由
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
。
経
済
的
に
は
、
国
王
の
特
権
で
守
ら
れ
た
重
商
主
義
で

は
な
い
自
由
な
経
済
活
動
を
求
め
た
。

　

米
国
は
、
こ
う
し
た
建
国
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
民
主
主
義
を
世
界
に
広
め
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
。
軍
事
・
外

交
で
は
ソ
連
の
よ
う
な
共
産
主
義
国
家
の
封
じ
込
め
、経
済
的
に
は
自
由
貿
易
圏
の
拡
大
が
基
本
的
な
ポ
リ
シ
ー（
政
策
）と
な
る
。

　

米
国
に
お
け
る
大
戦
略
の
基
本
は
、
政
策
に
基
づ
き
国
家
の
資
源
（
経
済
的
資
源
と
し
て
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）
を
い
か
に

配
分
す
る
か
に
あ
る
。
時
の
政
府
は
国
家
予
算
の
配
分
や
人
事
を
掌
握
し
、
軍
事
、
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
重
要
な
分
野
で

米
国
が
い
か
に
他
国
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
優
位
性
を
保
つ
か
と
い
っ
た
大
戦
略
を
司
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
金
融
資
本
主
義
の
時
代
に
お
い
て
、
国
家
は
国
際
金
融
市
場
で
密
接
に
相
互
に
影
響
し
合
い
、
各
国
の
景
気

動
向
は
株
式
市
場
や
信
用
市
場
を
通
し
て
連
鎖
す
る
。
し
か
も
、
国
際
金
融
市
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
府
が
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ー
は
国
境
を
越
え
て
株
式
や
債
券
市
場
に
還
流
す
る
。
主
権
国
家
と
し
て
の
政
府
は
、
金
融
や
財
政
に
お
け

る
緩
和
や
引
締
め
、
介
入
と
い
っ
た
政
策
を
通
じ
て
、
自
国
通
貨
の
価
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
そ
し
て
、
国
境
を
越
え
た
仕

組
み
と
し
て
、
国
際
金
融
・
世
界
貿
易
に
お
い
て
は
、
基
軸
通
貨
と
し
て
の
ド
ル
、
変
動
相
場
制
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
な
ど
自
由
貿
易
を
推

進
す
る
枠
組
み
が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
政
治
力
が
覇
権
で
あ
る
。
個
々
の
政
府
に
よ
る
自
国

の
利
益
を
守
る
た
め
の
政
策
調
整
は
、
シ
ス
テ
ム
の
ル
ー
ル
を
前
提
に
行
わ
れ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
奥
山
氏
の
七
階
層
に
お
い
て
、
政
策
（
ポ
リ
シ
ー
）
は
世
界
観
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
国
際
金
融

と
大
戦
略
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
政
策
を
執
行
す
る
時
の
政
府
は
大
戦
略
の
下
に
位
置
づ
け
て
考
察
し
た
い
。
一
国

の
政
府
は
政
権
交
代
に
よ
っ
て
代
わ
る
が
、
金
融
政
策
は
国
際
的
な
信
用
を
保
つ
た
め
に
一
貫
性
が
求
め
ら
れ
る
。
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上
記
の
七
階
層
に
お
い
て
、「
大
戦
略
」
の
下
に
位
置
す

る
「
戦
略
」
を
概
観
す
る
。
戦
略
は
大
戦
略
よ
り
も
特
定
的

な
分
野
に
限
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
軍
事
に
お
い
て
陸
軍
、

海
軍
、
空
軍
と
あ
る
よ
う
に
、
金
融
に
お
け
る
各
国
の
戦
略

も
ま
た
、
国
際
金
融
市
場
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
中
央
銀

行
、
財
務
省
通
貨
当
局
、
監
督
局
等
と
い
っ
た
集
団
が
あ
る
。

そ
の
集
団
ご
と
に
「
作
戦
」
を
立
て
、
さ
ら
に
個
別
の
「
戦

術
」
で
は
、
勝
つ
た
め
に
詳
細
な
ツ
ー
ル
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
使
い
方
を
決
め
て
い
く
。

　

下
位
に
行
く
ほ
ど
、
具
体
的
、
特
定
的
に
な
る
。
戦
術
の

下
位
に
位
置
す
る
技
術
と
は
、
軍
事
に
お
い
て
は
、
戦
闘
の

状
況
に
応
じ
た
武
装
や
武
器
に
つ
い
て
、
ま
た
、
金
融
に
お

い
て
は
、
相
場
動
向
に
応
じ
た
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
手
法
（
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
ヘ
ッ
ジ
）に
つ
い
て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
の
獲
得
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
。

　２　

チ
ョ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
と
金
融
市
場

　

地
政
学
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
重
要
な
概
念
が
二
つ

世界観（Vision）
国民国家の存在意義、その経済基盤は何か（どうやって生きていくか）

国際金融を含む、軍事・外交上のプラットフォーム

政党政治、官僚など国内の政策担当者による決定

大戦略（Grand Strategy）

政策（Policy）

金融や財政の緩和 /引き締め
金融・経済戦略（Strategy）

金利、通貨供給など個別の対策をどうするか
作戦（Operation）

金利や通貨供給量をどの程度動かすかについてデータから有効性を検証
戦術（Tactics）

為替介入や利下げ /利上げ幅、ヘッジなどテクニカルな判断
技術（Technology）

図２
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あ
る
。
チ
ョ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
と
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
（
勢
力
均
衡
）
で
あ
る
（
4
（

。
ま
ず
、
チ
ョ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
と
は
、

ヒ
ト
や
モ
ノ
が
動
く
際
に
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
地
理
的
に
一
定
の
狭
ま
っ
た
「
関
所
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
パ
ナ
マ

運
河
、
ス
エ
ズ
運
河
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
は
世
界
最
重
要
の
チ
ョ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
行
支
配
・
管
理

す
る
こ
と
で
、
世
界
の
政
治
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
際
金
融
に
お
け
る
チ
ョ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
は
、
基
軸
通
貨
ド
ル
へ
の
転
換
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
為
替
レ
ー
ト
を
決
め

る
力
に
加
え
て
世
界
貿
易
に
お
け
る
チ
ョ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
は
、
関
税
障
壁
で
あ
る
。
金
融
は
一
国
の
「
国
家
の
屋
台
骨
」
を
成

す
。
ド
ル
と
の
交
換
レ
ー
ト
、
関
税
品
目
や
税
率
に
つ
い
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
熾
烈
な

交
渉
が
行
わ
れ
る
。

　

近
代
国
家
の
主
権
は
そ
の
国
の
通
貨
で
表
象
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
通
貨
価
値
は
マ
ネ
ー
パ
ワ
ー
で
あ
り
、
軍
事
的
な
意
味
合
い

で
は
兵
力
（
パ
ワ
ー
）
に
あ
た
る
。
マ
ネ
ー
と
い
う
実
弾
の
飛
び
交
う
国
際
金
融
市
場
は
、
収
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
勝
利
と

す
る
戦
い
（
マ
ネ
ー
・
ウ
ォ
ー
）
の
場
と
も
い
え
る
。

３　

バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
と
金
融
市
場

　

バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
（
勢
力
均
衡
）
と
は
、
支
配
す
る
側
か
ら
み
る
と
、
被
支
配
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
互
い
に
牽
制

し
合
い
、
一
国
が
力
を
持
ち
す
ぎ
て
支
配
側
に
歯
向
か
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
均
衡
を
は
か
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

金
融
市
場
で
支
配
側
に
あ
る
と
い
う
意
味
は
、
信
用
創
造
を
行
う
力
―
―
国
債
発
行
や
通
貨
の
流
通
、
証
券
の
決
済
シ
ス
テ
ム

な
ど
―
―
の
切
り
札
と
な
る
金
利
と
為
替
レ
ー
ト
の
決
定
に
お
い
て
、
競
合
他
者
を
圧
倒
す
る
交
渉
力
を
常
に
握
っ
て
い
る
こ
と

を
い
う
。
そ
の
意
味
で
、
米
国
は
経
済
成
長
力
、
自
由
市
場
を
掲
げ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
軍
事
的
優
位
性
な
ど
の
要
素
に
お
い
て
、
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他
国
を
圧
倒
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
中
国
の
人
民
元
の
流
通
が
世
界
に
広
が
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
い
え
ば
、
世
界
の
証
券
の
決
済
シ
ス
テ
ム
を
握
る
米

国
大
手
商
業
銀
行
の
チ
ョ
ー
ク
・
ポ
イ
ン
ト
を
凌
駕
す
る
シ
ス
テ
ム
が
中
国
側
で
完
成
し
な
い
限
り
、
現
在
の
均
衡
状
態
を
壊
し

て
中
国
が
単
一
の
支
配
勢
力
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

三　

大
戦
略
と
国
際
金
融
か
ら
次
の
一
〇
年
を
読
む

　

二
〇
一
二
年
か
ら
次
の
一
〇
年
は
二
一
世
紀
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
期
間
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
前
の
一
〇

年
の
巻
き
返
し
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
二
に
、
人
口
動
態
の
観
点
か
ら
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

１　

二
一
世
紀
最
初
の
一
〇
年
の
「
巻
き
戻
し
」

　

二
〇
〇
一
年
の
世
界
同
時
多
発
テ
ロ
を
機
に
、
米
国
は
テ
ロ
と
の
戦
い
を
始
め
、
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
。

二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
、
米
国
の
テ
ロ
と
の
戦
い
は
、
出
口
戦
略
の
な
い
ま
ま
拡
大
を
続
け
た
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
と
信
用
収
縮
、
そ
し
て
財
政
赤
字
の
急
増
に
よ
っ
て
、
金
融
危
機
が
起
こ
り
、
同
時
に
、
テ
ロ
と
の
戦
い
も
ま
た
イ
ラ

ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
撤
退
と
い
う
形
で
打
ち
止
め
と
な
っ
た
。
今
後
、
米
国
は
戦
力
を
西
太
平
洋
ま
で
後
退
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
信
用
収
縮
と
財
政
規
律
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
一
〇
年
と
は
逆
の
方
向
に
ベ
ク
ト
ル
は
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

米
国
の
ベ
ク
ト
ル
が
反
対
方
向
に
向
か
う
と
き
、
世
界
は
こ
の
先
「
巻
き
戻
し
」
の
一
〇
年
と
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ

統
合
に
動
い
た
欧
州
は
、
Ｅ
Ｕ
解
体
に
向
か
う
だ
ろ
う
。
世
界
の
主
要
な
地
域
で
の
「
巻
き
戻
し
」
は
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
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の
か
。
米
国
、
欧
州
、
中
国
、
ロ
シ
ア
に
関
し
て
概
観
す
る
。

（
１
）　

米
国

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
西
太
平
洋
ま
で
戦
力
線
を
後
退
す
る
と
、
米
国
は
中
国
と
境
界
線
を
接
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
日
米
同
盟
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
日
本
は
米
国
の
経
済
を
支
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
国
に
と
っ
て
日
本
は
米
国

債
の
重
要
な
引
受
け
手
で
あ
り
、
米
軍
基
地
の
経
済
的
負
担
も
日
本
が
背
負
っ
て
い
る
。
米
国
が
再
び
バ
ブ
ル
を
生
成
し
、
世
界

経
済
の
牽
引
力
と
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、日
本
の
負
担
は
増
え
、米
国
経
済
を
支
え
る
ど
こ
ろ
か
共
倒
れ
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
。 

　

米
中
二
大
国
が
太
平
洋
を
分
か
ち
合
お
う
と
す
る
と
き
、第
二
次
大
戦
後
の
日
米
軍
事
同
盟
と
い
う
基
軸
体
制
が
地
盤
沈
下
し
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
る
と
き
、
同
盟
国
（ally

）
を
失
っ
た
日
本
は
ど
こ
に
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を
求
め
る
の
か
。

　

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
中
途
に
あ
る
今
、
米
国
は
ア
ジ
ア
に
関
し
「
勢
力
均
衡
」
へ
と
支
配
構
造
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
米
国
の
支
配
的
立
場
を
崩
す
こ
と
な
く
北
東
ア
ジ
ア
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
日
韓
中
の
三
国
が
互
い

の
勢
力
を
削
り
合
い
、
米
国
に
対
抗
し
な
い
よ
う
に
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。　

　

勢
力
均
衡
は
、
軍
事
戦
略
の
み
な
ら
ず
、
経
済
・
貿
易
に
お
い
て
も
環
太
平
洋
経
済
連
携
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
と
い
っ
た
地
域
経
済
協

定
の
枠
組
み
で
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
戦
後
日
本
が
ア
ジ
ア
の
中
で
成
長
を
遂
げ
た
背
景
に
は
日
米
同
盟
が
あ
っ
た
。
そ

の
枠
組
み
は
永
遠
に
続
く
も
の
で
は
な
く
、
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
日
中
韓
の
せ
め
ぎ
合
い
と
は
、
軍
事
と
金
融
・
経
済
と
が

表
裏
一
体
と
な
っ
た
戦
略
上
の
戦
い
で
あ
る
。
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（
２
）
欧
州

　

一
九
八
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
が
欧
州
統
一
へ
の
機
運
を
高
め
た
。
ユ
ー
ロ
へ
の
通
貨
統
合

は
欧
州
連
合
を
地
域
統
合
の
形
に
ま
と
め
あ
げ
た
。
二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
で
、
こ
の
三
億
人
の
経
済
圏
は
加
盟
国
の
成
長

を
促
し
、
米
国
の
一
国
覇
権
主
義
の
猛
威
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
ギ
リ
シ
ア
国
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト
懸
念
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
へ
波

及
し
、
欧
州
危
機
は
長
引
い
て
い
る
。
ユ
ー
ロ
統
合
に
向
か
っ
た
ベ
ク
ト
ル
は
ユ
ー
ロ
解
体
の
方
向
へ
向
か
う
の
だ
が
、
実
際
の

と
こ
ろ
大
き
な
政
治
的
リ
ス
ク
が
伴
う
。
政
府
の
当
事
者
に
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
と
る
覚
悟
は
な
く
、
解
決
に
向
け
た
体
制
作

り
に
は
手
間
取
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
根
本
的
解
決
に
は
ま
だ
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
、
欧
州
金
融
機
関
は
不
良
債
権
処
理

な
ど
に
追
わ
れ
、
体
力
を
奪
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

（
３
）
中
国

　

欧
州
危
機
の
影
響
で
輸
出
産
業
に
か
げ
り
が
出
て
い
る
。
中
国
政
府
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
七
・
五
％
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
二
桁
成
長
が
鈍
化
し
て
い
け
ば
、
国
内
の
貧
困
層
や
少
数
民
族
の
不
満
が
反
政
府
運
動
と
連
動
し
、
民
主
化
運
動
の

抑
圧
と
い
う
天
安
門
事
件
（
一
九
八
九
年
）
の
よ
う
な
政
治
的
混
乱
と
分
裂
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
習
近
平
が
正
式
に
総
書
記
と
な
り
、
新
体
制
に
向
け
て
動
き
出
す
。
薄
煕
来
（
元
重
慶
市
党
書
記
）
の

政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
、
指
導
体
制
の
大
き
な
変
動
期
に
反
対
派
人
事
の
一
掃
に
関
し
て
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
（
Ｆ

Ｔ
）
紙
は
「
第
二
の
文
化
大
革
命
」
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
Ｆ
Ｔ 
二
〇
一
二
年
八
月
六
日
付
記
事
）。

　

当
然
、
中
国
政
府
は
そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
国
家
主
権
の
存
亡
を
賭
け
て
軍
事
的
・
経
済
的
に
も
い
か
な
る
手
段
を
も
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と
る
だ
ろ
う
。
軍
事
的
に
は
国
内
の
政
治
的
緊
張
を
海
外
に
向
け
る
、
経
済
的
に
は
成
長
維
持
の
た
め
の
刺
激
策
、
外
資
へ
の
締

め
付
け
の
強
化
、
金
利
や
人
民
元
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
優
位
性
を
保
と
う
と
す
る
。

（
４
）
ロ
シ
ア

　

ロ
シ
ア
は
原
油
と
天
然
ガ
ス
を
有
し
、「
核
を
持
っ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
」
と
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
資
源
高
が
続
く
う
ち
に

国
民
経
済
の
近
代
化
が
は
か
れ
る
か
ど
う
か
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
課
題
で
あ
る
。

　

中
東
、
特
に
シ
リ
ア
内
戦
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
崩
壊
に
よ
っ
て
後
ろ
盾
を
失
っ
た
ア
サ
ド
政
権
を
ロ
シ
ア
と
中
国
が
支
援
し
、

反
政
府
軍
を
西
側
陣
営
が
支
援
す
る
と
い
っ
た
か
つ
て
の
冷
戦
対
立
の
様
を
呈
し
て
い
る
。

　

米
国
は
国
内
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
生
産
に
よ
っ
て
、
本
格
的
な
「
ポ
ス
ト
石
油
経
済
」
へ
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
二
〇
世
紀
を
作
っ

た
重
厚
長
大
な
産
業
や
自
動
車
産
業
を
支
え
た
の
は
中
東
の
石
油
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
に
は
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
中
核
と
し
た
効
率
性
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
用
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
省
エ
ネ
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
は
「
ポ
ス
ト

石
油
経
済
」
へ
の
流
れ
の
一
環
で
あ
る
。
米
国
に
と
っ
て
石
油
が
戦
略
的
な
資
源
と
し
て
の
重
要
性
が
薄
れ
る
今
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
と
の
同
盟
を
中
心
と
し
た
米
国
の
基
本
的
な
中
東
政
策
は
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
は
Ｉ
Ｔ
革
命
の
成
果
を
取
り
入
れ
、
軍
備
の
近
代
化
に
加
え
、
国
際
的
に
競
争
力
の
高
い
産
業
構
造
を
作
り
出
す
必
要

性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
強
い
国
家
」
を
「
自
由
な
個
人
」
よ
り
も
優
先
す
る
、
国
を
挙
げ
て
の
政
策
を
と

る
。
そ
の
た
め
言
論
の
自
由
の
制
限
は
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
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２　

人
口
動
態
か
ら
み
た
次
の
一
〇
年

　

米
国
の
地
政
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
率
い
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
カ
ス
ト
（Strategic Forecast

）
社

は
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
は
、
人
口
増
加
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
人
類
初
め
て
の
一
〇
年
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
予
想
を
述
べ
て
い
る

（
5
（

。
す

で
に
先
進
国
で
は
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
口
減
少
は
ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、
イ
ン
ド
で
、
先
進
国
よ

り
も
速
い
速
度
で
進
む
と
見
込
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
進
国
の
み
な
ら
ず
新
興
諸
国
も
含
め
、
世
界
規
模
で
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
と
、
そ
の
経
済
的
な
意

味
合
い
は
ど
う
な
る
か
。
ま
ず
各
国
の
年
金
制
度
に
大
き
な
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。
半
世
紀
以
上
前
に
構
築
さ
れ
た
現
行
の
年

金
制
度
で
は
六
五
歳
を
定
年
と
し
て
い
る
が
、
当
時
の
寿
命
は
六
二
歳
だ
っ
た
。
現
在
、
先
進
国
で
は
平
均
寿
命
が
八
〇
歳
以
上

に
ま
で
伸
び
て
い
る
。
国
民
一
人
一
人
の
生
活
を
余
命
一
五
年
間
も
支
え
る
の
は
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
も
労
働
人
口
は
減

っ
て
く
る
。
定
年
が
七
五
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
日
も
近
い
。

　

欧
州
に
労
働
移
民
を
供
給
し
て
き
た
ト
ル
コ
、
米
国
に
移
民
を
送
っ
て
き
た
メ
キ
シ
コ
で
は
、
自
国
の
人
口
高
齢
化
と
減
少
か

ら
先
進
国
へ
流
出
す
る
移
民
が
減
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
先
進
国
で
は
恒
常
的
に
労
働
不
足
と
な
り
、
労
賃
を
押
し
上

げ
る
と
予
想
さ
れ
る
。　

　

以
下
、
同
社
の
予
想
を
、
人
口
動
態
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
別
に
み
て
い
こ
う
。

（
１
）
米
国

　

米
国
は
今
後
一
〇
年
も
経
済
成
長
を
続
け
、
軍
事
的
優
位
性
を
保
つ
た
め
に
「
ポ
ス
ト
石
油
経
済
」
に
動
き
出
し
た
米
国
は
、

産
油
国
の
集
中
す
る
中
東
か
ら
勢
力
を
縮
小
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
拡
大
主
義
を
北
米
お
よ
び
南
米
地
域
で
の
縮
小
均
衡
に
切
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り
替
え
る
だ
ろ
う
。
米
国
と
国
境
を
接
す
る
メ
キ
シ
コ
は
、
麻
薬
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
支
配
な
ど
深
刻
な
問
題
の
火
種
と
な
っ
て
お

り
、
縮
小
均
衡
へ
の
移
行
過
程
で
、
米
国
に
と
っ
て
対
メ
キ
シ
コ
と
の
関
係
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
米
国
の
高
齢
化
は
、
日
本
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
メ
キ
シ
コ
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
よ
り
も
ず
っ
と
ゆ
っ
く
り

と
進
む
。
メ
キ
シ
コ
や
中
米
か
ら
の
移
民
の
流
入
に
よ
る
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
人
口
の
増
加
が
あ
り
、
文
化
や
言
語
の
異
な
る
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
人
口
の
急
増
は
、
米
国
に
と
っ
て
国
内
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
〇
年
以
降
の
米
国
の
最
大
の
課
題
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の
大
量
退
職
で
あ
る
。
金
融
危
機
以
降
の
米
国
を
待
ち
受
け

る
深
刻
な
問
題
は
財
政
赤
字
で
あ
る
。
逃
れ
よ
う
も
な
い
人
口
動
態
に
絡
ん
だ
構
造
的
な
問
題
が
「
二
〇
一
二
年
爆
弾
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の
先
頭
集
団
が
六
五
歳
に
さ
し
か
か
る
二
〇
一
二
年
以
降
、
年
金
と
医
療
負
担
の
増
大
が
さ
ら
に

米
国
の
財
政
赤
字
を
悪
化
さ
せ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

米
国
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
金
融
危
機
で
持
ち
家
や
保
有
株
と
い
っ
た
金
融
資
産
の
価
値
が
大
幅
に

下
落
し
た
た
め
、
貯
蓄
を
取
り
崩
し
、
政
府
の
社
会
保
障
や
老
齢
医
療
を
あ
て
に
し
な
が
ら
リ
タ
イ
ヤ
メ
ン
ト
に
入
る
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
米
国
で
も
老
齢
医
療
費
は
莫
大
な
額
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

（
２
）
中
国

　

中
国
の
こ
れ
ま
で
の
成
長
モ
デ
ル
は
、
次
の
一
〇
年
間
も
持
続
す
る
可
能
性
は
低
い
。
日
本
も
含
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
西

欧
流
資
本
主
義
の
資
本
効
率
や
収
益
よ
り
は
、
で
き
る
だ
け
完
全
雇
用
を
達
成
し
、
社
会
の
安
定
、
ひ
い
て
は
現
政
権
を
維
持
す

る
政
策
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
社
会
の
安
全
弁
た
め
、
経
済
成
長
は
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
、
雇
用
と
い
っ
て
も
欧
米
流
の
流
動
的
な
労
働
市
場
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ア
ジ
ア
的
な
資
本
主
義
で
は
血
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縁
や
利
権
が
重
視
さ
れ
る
。公
平
な
競
争
市
場
で
個
人
や
企
業
の
生
産
性
向
上
や
利
益
最
大
化
を
目
指
す
と
い
う
一
貫
性
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
本
来
の
資
本
主
義
的
な
合
理
性
が
貫
徹
し
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
中
国
の
製
造
業
は
資
本
収
益
性
が
低
く
、
実
際
に

は
多
く
の
利
益
を
生
み
出
し
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
中
国
の
輸
出
は
、
欧
米
が
安
い
中
国
製
品
を
買
い
続
け
る
と
い
う
、
欧
米
の
購
買
力
の
持
続
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
次
の
一
〇
年
で
特
に
欧
州
の
人
口
は
老
齢
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
消
費
の
持
続
は
見
込
ま
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
中
国
自
体
の
出
生
率
が
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
底
打
ち
し
、
低
下
に
向
か
う
こ
と
か
ら
、
中
国
の
高
齢
化
も
急
速
に
進

む
。
次
の
一
〇
年
で
中
国
の
平
均
年
齢
は
米
国
並
み
に
な
る
が
、
中
国
人
全
体
の
平
均
的
教
育
レ
ベ
ル
は
先
進
国
に
及
ば
な
い
。

つ
ま
り
、
教
育
水
準
の
低
い
多
く
の
人
口
は
安
い
労
働
力
に
し
か
な
ら
ず
、
老
齢
化
す
れ
ば
技
術
革
新
に
つ
い
て
行
け
ず
に
、
経

済
成
長
か
ら
ま
す
ま
す
取
り
残
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
失
業
者
あ
る
い
は
年
金
受
給
者
と
し
て
国
の
重
荷
と
な

っ
て
し
ま
う
。

　

国
際
金
融
危
機
以
降
、
中
国
は
大
規
模
な
「
内
需
拡
大
」
に
財
政
を
投
入
し
て
い
る
。
内
陸
部
の
遅
れ
た
貧
し
い
地
域
へ
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
だ
が
、
内
陸
の
都
市
で
だ
れ
も
住
ん
で
い
な
い
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並

ぶ
様
子
を
見
る
と
、
本
当
の
需
要
な
の
か
ど
う
か
、「
内
需
の
質
」
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

中
国
で
は
、
一
〇
億
人
が
年
二
千
ド
ル
以
下
で
暮
ら
す
。
し
か
も
、
う
ち
六
億
人
が
年
一
千
ド
ル
以
下
で
暮
ら
す
。
沿
岸
部
と

の
格
差
は
埋
め
が
た
い
ほ
ど
大
き
い
。
内
需
拡
大
で
国
内
の
不
満
を
少
し
で
も
解
消
の
た
め
に
、
中
国
は
資
本
を
必
要
と
し
、
日

本
は
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
と
言
い
な
が
ら
も
経
済
大
国
と
し
て
中
国
へ
の
資
本
注
入
は
ま
だ
可
能
で
あ
り
、
中
国
に
と
っ
て
日

本
は
必
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
が
そ
う
し
た
役
割
を
き
ち
ん
と
果
た
し
て
ゆ
く
に
は
、
大
き
な
自
己
変
革
を
遂
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
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で
は
労
働
人
口
の
減
少
に
と
も
な
い
、
経
済
成
長
の
た
め
に
は
移
民
の
受
け
入
れ
に
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
日
本
は
国
内
に
移
民
を

受
け
入
れ
た
経
験
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
移
民
を
受
け
入
れ
、「
開
か
れ
た
社
会
」
に
な
れ
る
の
か
、
ア
ジ
ア
の

成
長
に
貢
献
で
き
る
国
に
な
れ
る
の
か
。
こ
う
し
た
点
が
、
次
の
一
〇
年
で
は
、
日
中
関
係
、
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
中
で
の
日
本

が
成
長
を
続
け
る
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
（
３
）
欧
州

　

北
ア
フ
リ
カ
や
ト
ル
コ
か
ら
の
移
民
（
大
半
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
を
受
け
入
れ
て
き
た
欧
州
で
は
、
移
民
と
の
間
で
社
会
に
大

き
な
軋
轢
が
生
じ
て
き
た
。
こ
の
移
民
問
題
は
、
次
の
一
〇
年
で
解
決
に
向
か
う
ど
こ
ろ
か
、
市
民
社
会
に
さ
ら
に
大
き
な
亀
裂

を
起
こ
す
と
予
想
さ
れ
る
。

　

欧
州
の
人
口
の
高
齢
化
に
よ
り
、
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
移
民
を
受
け
入
れ
続
け
る
と
、
労
働
の
供
給
過

剰
が
起
こ
り
労
賃
を
押
し
下
げ
る
。
そ
の
た
め
、
移
民
の
貧
困
化
が
進
む
。
そ
し
て
、
移
民
と
の
文
化
的
な
融
合
が
図
ら
れ
る
ど

こ
ろ
か
、
経
済
格
差
か
ら
差
別
が
広
が
り
、
市
民
社
会
存
続
の
危
機
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。
大
量
の
移
民
流
入
に
よ
る
危
機
は
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
と
い
っ
た
欧
州
の
中
核
を
な
す
国
々
で
は
、
す
で
に
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

逆
に
西
欧
の
辺
境
に
位
置
し
、
旧
ソ
連
の
衛
星
国
家
で
あ
っ
た
東
欧
諸
国
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
移
民
が
大
量
に
流
入
し
た

こ
と
が
な
く
、
社
会
的
混
乱
は
比
較
的
少
な
い
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
の
ソ
ビ
エ
ト
崩
壊
か
ら
二
〇
年
た
ち
、
旧
ソ
連
時
代
の
抑

圧
か
ら
の
解
放
を
経
て
、
こ
う
し
た
諸
国
で
は
次
の
一
〇
年
に
成
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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（
４
）
ロ
シ
ア

　

ロ
シ
ア
で
は
、
際
立
っ
て
成
人
男
子
の
死
亡
率
が
高
く
、
他
の
先
進
諸
国
に
見
ら
れ
る
定
年
退
職
後
の
年
金
不
足
と
い
っ
た
事

態
に
直
面
せ
ず
に
済
ん
で
き
た
。
ま
た
、
国
民
経
済
に
お
い
て
国
富
を
生
み
出
す
産
業
が
資
源
関
連
な
ど
労
働
集
約
的
で
な
い
た

め
、
労
働
力
不
足
が
あ
ま
り
懸
念
材
料
に
な
っ
て
い
な
い
。
ロ
シ
ア
で
も
欧
州
同
様
、
高
齢
化
に
直
面
す
る
と
予
想
さ
れ
る
も
の

の
、
人
口
減
少
の
始
ま
る
二
〇
二
〇
年
代
ま
で
は
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
も
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
で
人
口
減
少
の
局
面
を
迎
え
る
。
ロ
シ
ア
の
国
富
蓄
積
は
、
資
源
加
工
で
価
値
を
生
み
出
す
、

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
近
代
化
を
は
か
り
、
資
源
加
工
で
生
き
残
る
た
め

に
は
、生
産
と
物
流
（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
）
に
お
い
て
周
辺
国
と
の
協
調
関
係
が
き
ち
ん
と
築
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ロ
シ
ア
は
こ
の
国
富
プ
ラ
ン
を
、
周
辺
国
に
軍
事
的
・
政
治
的
介
入
を
も
っ
て
し
て
も
、
国
全
体
の
生
き
残
り
を
か
け
て
執
行

す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
求
心
力
を
強
め
よ
う
と
、
半
ば
強
制
的
な
や
り
方
で
も
、
旧
ソ
連
並
み
の
結
束
を
周
辺
国
に
求

め
て
い
る
。
最
近
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
統
領
選
挙
結
果
を
み
て
も
ロ
シ
ア
寄
り
の
大
統
領
が
誕
生
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
動
き
は
、

中
央
ア
ジ
ア
に
拡
大
し
、
地
域
統
合
と
生
産
性
の
向
上
、
物
流
の
効
率
化
を
目
指
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
周
辺
国
へ
の
政
治
介
入
が

効
率
的
な
市
場
経
済
体
制
を
築
き
、
成
長
に
つ
な
が
る
の
か
ど
う
か
、
注
目
し
た
い
。

　

以
上
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
カ
ス
ト
社
の
見
解
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
日
中
関
係
の
行
方
は
、
中
国
の
国
内
事
情
に
左

右
さ
れ
る
。
し
か
も
、
同
社
が
述
べ
る
よ
う
な
状
況
―
―
日
本
が
中
国
へ
の
資
本
注
入
を
す
る
必
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
続
け

る
―
―
は
、
米
中
関
係
の
せ
め
ぎ
合
い
の
な
か
で
、
醸
成
す
る
だ
ろ
う
。
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四　

日
本
の
選
択
肢

　

以
上
概
観
し
て
来
た
よ
う
な
世
界
の
流
れ
の
な
か
で
、
日
本
の
生
き
残
る
道
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
日
本
の
選
択
肢
、
成
長
の

た
め
の
基
盤
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
「
戦
略
の
階
層
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

１　

地
政
学
か
ら
み
た
日
本
の
選
択

　

次
の
一
〇
年
で
起
こ
り
う
る
地
政
学
上
の
大
き
な
変
化
は
、西
太
平
洋
の
両
側
に
位
置
す
る
米
国
と
中
国
の
勢
力
均
衡
で
あ
り
、

日
本
は
そ
の
真
ん
中
に
す
っ
ぽ
り
入
る
。
日
本
に
は
、
米
国
に
つ
く
か
、
中
国
に
つ
く
か
、
そ
れ
と
も
独
立
か
、
と
い
う
三
つ
の

選
択
肢
し
か
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
可
能
な
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
米
国
と
の
関
係
は
冷
戦
体
制
が
大
き
く
変
化
し
た
以
上
、
安
保
体
制
設
定
時
と
同
じ
よ
う
に
続
け
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
米
国
が
一
国
覇
権
主
義
に
邁
進
す
る
な
か
、
日
本
は
米
国
債
購
入
な
ど
を
通
し
て
、
米
国
の
信
用
創
造
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

裏
で
支
え
て
来
た
。
し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
日
米
は
巨
額
の
財
政
赤
字
を
抱
え
、
日
本
が
米
国
を
支
え
続
け
る
の
は

困
難
で
あ
る
。

　

次
に
、
中
国
に
つ
く
場
合
、
奥
山
真
司
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
日
本
は
再
び
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

（
6
（

」。
中
国

指
導
層
の
国
家
観
は
「
唐
帝
国
」
復
活
で
あ
り
、
現
行
の
少
数
民
族
抑
圧
を
み
て
も
、
そ
の
支
配
の
原
理
原
則
は
、
日
本
が
戦
後

育
て
て
来
た
民
主
主
義
や
人
権
、
思
想
の
自
由
な
ど
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
市
民
社
会
的
価
値
を
抑
圧
す
る
。
日
本
民
族
の
文
化
・

伝
統
す
べ
て
が
失
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
日
本
が
「
独
立
」
を
選
択
し
た
場
合
、
日
本
は
独
力
で
領
土
を
守
り
、
侵
略
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
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め
に
は
、
現
行
の
憲
法
改
正
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
が
憲
法
改
正
し
た
瞬
間
に
あ
ら
ゆ
る
戦
争
状
態
の
可
能
性

を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
日
本
は
過
去
六
七
年
間
戦
争
を
し
て
い
な
い
。
周
到
な
危
機
管
理
体
制
は
ま
っ
た
く
で
き

て
い
な
い
（
こ
の
事
実
は
東
日
本
大
震
災
時
、
福
島
原
発
事
故
で
明
ら
か
に
な
っ
た
）。
独
立
国
家
と
し
て
の
危
機
管
理
体
制
の

整
備
が
な
い
ま
ま
、
大
国
二
国
間
の
狭
間
で
生
き
の
び
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
一
世
紀
の
戦
争
で
は
、
過
去
の
戦
争
と
全
く
異
な
っ
た
安
全
保
障
と
危
機
管
理
の
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

無
差
別
テ
ロ
攻
撃
、
細
菌
に
よ
る
戦
争
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
核
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
破
壊
な
ど
敵
の
顔
が
見
え
な
い
、
平
時
に
突
然

起
こ
る
恐
怖
と
い
っ
た
戦
闘
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
安
全
保
障
上
の
問
題
に
は
、
軍
事
力
に
よ
る
実
体
的
な
破
壊
に
加
え
、
国
家
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
通
信
網
や
金
融
シ
ス

テ
ム
へ
の
一
撃
に
ど
う
対
抗
す
る
か
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

Ｉ
Ｔ
や
金
融
シ
ス
テ
ム
に
生
じ
る
突
然

の
危
機
と
莫
大
な
損
失
（
フ
ァ
ッ
ト
・
テ
イ
ル
・
リ
ス
ク
）、
そ
し
て
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
国
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

２　

日
本
版
Ｓ
Ｗ
Ｆ
考
察

　

日
本
が
現
行
の
高
い
生
活
水
準
を
維
持
し
、
独
立
国
家
と
し
て
繁
栄
を
続
け
る
た
め
に
は
成
熟
社
会
と
し
て
の
成
長
戦
略
が
必

要
で
あ
る
。
成
長
が
止
ま
っ
た
と
き
、
日
本
は
世
界
で
の
存
在
価
値
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　

日
本
が
成
長
を
続
け
る
た
め
に
は
、
新
規
の
成
長
分
野
へ
の
投
資
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
強
化
の
折
、
リ
ス

ク
を
伴
う
先
行
投
資
を
銀
行
な
ど
機
関
投
資
家
は
実
施
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
一
四
〇
〇
兆
円
と
い
わ
れ
る
個
人
資
産

は
銀
行
預
金
や
年
金
基
金
に
滞
留
し
、
国
債
・
地
方
債
の
一
般
政
府
部
門
の
資
金
に
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
こ
れ
だ



158

け
の
民
富
（
国
民
の
富
）
が
あ
り
な
が
ら
、
成
長
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
有
効
な
金
融
・
経
済
政
策
が
打
ち
出
せ
な
け
れ
ば
、

一
九
九
〇
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
は
何
十
年
と
続
き
、
永
遠
に
金
融
戦
で
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

国
民
の
富
を
成
長
戦
略
に
回
す
た
め
に
、「
国
富
フ
ァ
ン
ド
（
政
府
系
フ
ァ
ン
ド: Sovereign W

ealth Fund

：SW
F

）」（
日

本
版
Ｓ
Ｗ
Ｆ
）
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
下
、
日
本
版
Ｓ
Ｗ
Ｆ
構
想
を
概
観
す
る
。

（
１
）
原
資
に
つ
い
て

　

円
ベ
ー
ス
の
原
資
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）、
企
業
年
金
連
合
会
、
郵
貯
等
の
資
金
の

そ
れ
ぞ
れ
一
％
程
度
、
計
三
兆
円
ほ
ど
を
Ｓ
Ｗ
Ｆ
に
充
て
る
。
運
用
は
国
内
の
独
立
系
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
、
企
業
再

生
フ
ァ
ン
ド
等
に
分
散
し
、
フ
ァ
ン
ド
・
オ
ブ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ズ
投
資
を
行
う
。

　

ド
ル
ベ
ー
ス
の
原
資
と
し
て
、
外
貨
準
備
一
〇
〇
兆
円
の
一
部
、
毎
年
受
け
取
る
利
子
を
受
け
取
る
基
金
を
設
け
、
既
存
の
三

～
四
兆
円
の
利
子
の
一
部
を
Ｓ
Ｗ
Ｆ
運
用
に
充
て
る
。
効
率
的
運
用
と
投
資
技
術
の
刷
新
の
た
め
に
優
れ
た
海
外
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ

ン
ド
等
に
投
資
す
る
。
ま
た
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
新
技
術
な
ど
国
家
戦
略
的
な
分
野
へ
の
投
資
の
一
環
と
し
て
、
優
れ
た
技
術

を
持
つ
海
外
の
企
業
買
収
を
含
む
。

（
２
）
新
た
な
制
度
設
計
：
運
用
者
選
定
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
フ
ァ
ン
ド
・
オ
ブ
・
フ
ァ
ン
ズ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
（
Ｇ
Ｐ
）
で
あ
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
内
に
運
用
者
（
投
資
フ
ァ

ン
ド
）
を
選
定
す
る
委
員
会
（
選
定
委
員
会
：
金
融
、
産
業
調
査
、
法
律
、
会
計
等
の
各
分
野
の
業
界
専
門
家
か
ら
、
任
期
を
決
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め
て
五
名
程
度
を
選
定
す
る
）
を
設
置
し
、
運
用
者
か
ら
の
投
資
申
し
出
に
関
し
て
申
請
を
受
け
た
も
の
に
対
し
て
、
一
定
の
審

査
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
運
用
者
を
選
定
す
る
。
そ
の
選
定
さ
れ
た
運
用
者
の
み
が
Ｓ
Ｗ
Ｆ
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
、
新
し
い
資

本
市
場
へ
の
参
入
を
認
め
ら
れ
る
仕
組
み
を
設
置
す
る
。

　

選
定
委
員
会
は
、
①
過
去
の
実
績
、
②
独
立
第
三
者
の
監
査
、
③
運
用
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
基
本
的

な
要
件
を
満
た
す
運
用
者
を
選
定
し
、
参
入
を
認
め
る
。
こ
の
よ
う
に
入
り
口
で
選
定
を
き
っ
ち
り
行
い
、
さ
ら
に
継
続
的
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
運
用
者
の
運
用
実
態
を
掌
握
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
用
の
中
身
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
運
用
フ
ァ
ン

ド
に
一
任
す
る
。

（
３
）
実
際
の
運
用
に
つ
い
て

　

Ｓ
Ｗ
Ｆ
自
体
は
複
数
の
フ
ァ
ン
ド
を
束
ね
る
フ
ァ
ン
ド
・
オ
ブ
・
フ
ァ
ン
ズ
（FoFs

）
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
機
能
を
果
た
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、
フ
ァ
ン
ド
の
選
定
、
組
み
入
れ
や
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
全
体
の
運
用
責
任
を
持
つ
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
運
用
に
関
し
て
、
第
一
に
円
ベ
ー
ス
の
投
資
運
用
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
独
立
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
シ

ー
ド
）、
中
堅
企
業
の
再
生
や
Ｍ
＆
Ａ
を
扱
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
に
投
資
す
る
。
全
体
的
に
中
長
期
（
五

―
一
〇
年
）
で
流
動
性
は
低
め
だ
が
高
め
の
収
益
は
内
部
収
益
率
Ｉ
Ｒ
Ｒ
、
年
率
円
で
八
―
一
〇
％
程
度
を
狙
う
。

　

第
二
に
ド
ル
ベ
ー
ス
の
投
資
運
用
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
優
れ
た
運
用
フ
ァ
ン
ド
を
選
別
し
、
資
産
別
、
戦
略
別
、
地
域
別
に

分
散
投
資
す
る
。
具
体
的
に
は
、
世
界
の
景
気
循
環
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
慮
し
、
中
期
的
（
三
―
五
年
）
に
流
動
性
が
低
く
て
も

収
益
性
の
高
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
へ
の
投
資
、
さ
ら
に
、
流
動
性
が
高
い
戦
略
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
流
動
性
が
低

く
て
も
イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
の
あ
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
へ
の
投
資
を
組
み
合
わ
せ
、
中
期
的
安
定
収
益
（
年
率
ド
ル
で
六
―
八
％
）
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を
確
保
す
る
。
基
本
的
に
中
長
期
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府

系
投
資
公
社
（
Ｇ
Ｉ
Ｃ
）
並
の
五
―
八
％
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
目
指
す
。

３　

日
本
版
「
戦
略
の
七
階
層
」

　

日
本
の
大
戦
略
の
一
環
と
し
て
「
日
本
版
Ｓ
Ｗ
Ｆ
」
を

中
核
に
そ
え
、
成
長
戦
略
に
国
富
を
風
向
活
用
す
る
構
想

に
つ
い
て
述
べ
た
。
金
融
・
経
済
を
含
む
大
戦
略
を
挟
む

形
で
、
上
位
に
は
日
本
的
価
値
や
世
界
観
を
、
そ
し
て
下

位
に
は
、
大
戦
略
に
基
づ
く
統
治
機
構
（
政
府
）
を
ど
う

顕
す
か
が
課
題
で
あ
る
。
世
界
観
、
大
戦
略
、
そ
し
て
政

府
と
い
う
上
か
ら
三
層
が
定
ま
ら
な
い
と
、
そ
の
下
の
四

層
も
確
定
し
な
い
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
の
世
界
観
と
は
何
か
。
米
国
の
世
界

観
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
る
建
国
に
匹
敵
す
る
の
は
、
お

そ
ら
く
日
本
古
来
の
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
た
神

話
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
存
在
意
義
を
問
う
と
き
、
国
家
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る
と
き
、
当
然
、
国
家
紀
元

世界観（Vision）
日本民族の価値観

日本国家としてどのように外とつながり、生き延びていくか

民主主義、市場経済、法の支配、個人の自由という四原則を実現するための政策

大戦略（Grand Strategy）

政策（Policy）

金融・経済、軍事、外交などの各分野における戦略（Strategy）

作戦（Operation）

戦術（Tactics）

戦術（Tactics）技術（Technology）

図３　日本版「戦略の七階層」
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の
原
初
的
ス
ト
ー
リ
ー
に
立
ち
返
る
こ
と
に
な
り
、
天
皇
制
へ
の
遡
及
も
起
こ
る
だ
ろ
う
（
7
（

。
そ
の
う
え
で
、
日
本
独
自
の
歴
史
的

発
展
―
―
思
想
史
で
い
う
丸
山
真
男
の
言
う
「
古
層
」
を
重
ね
て
行
く
よ
う
な
形
で
―
―
の
う
え
に
「
ま
つ
り
ご
と
」
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

日
本
の
政
治
思
想
史
に
関
す
る
詳
し
い
言
及
は
避
け
る
が
、
二
一
世
紀
の
日
本
の
課
題
は
、
日
本
独
特
の
歴
史
的
古
層
の
上
に
、

近
代
市
民
社
会
の
四
原
則
―
―
民
主
主
義
、
市
場
経
済
、
法
の
支
配
、
良
心
の
自
由
―
―
を
い
か
に
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
か

に
あ
る
。
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